
















































































































tinuous Positive Airway Pressure
（持続陽圧呼吸療法）の頭文字をとっ
たものです。空気を送り込むマスクを
着用し、鼻（あるいは鼻と口の両方）
から空気の圧力をかけて、空気の通り
道が塞がらないように保つというもの
で、睡眠時無呼吸症候群がかなり重症
な場合でも十分効果が得られます。保
険でCPAP治療を受けるためには、１
～２ヶ月ごとに定期的な受診が必要で、
うまく使えているかをチェックしなが
ら通院して頂きます。
　マウスピース（口腔内装具）は、眠っ
て脱力しても顎が落ちてこないように
歯で支えるもので、中等症くらいまで
の睡眠時無呼吸症候群の治療に用いま
す。下顎を固定する位置が重要ですし、
歯の状態によっては作製できません。
　小児の多くや成人の一部で、アデノ
イドや扁桃肥大などが原因となってい
る場合は、摘出手術が有効な場合があ
ります。
　それぞれの患者さんの睡眠時無呼吸
症候群の程度や状態に応じて、適切な
治療を選択していきます。
